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疾患の既往を有する症例とした。対象となった症例は 30 例で，男性 63.3％，平均年齢 57.9 ± 14.1 歳，平均
左室収縮率 64.3 ± 7.7％であった。




　19 例（63.3％）に睡眠呼吸障害の合併を認めた。このうち 9例（30.0％）が軽症（平均 AHI: 8.2 ± 2.5/h），
4例（13.3％）が中等症（平均 AHI: 21.0 ± 4.4/h），6例（20.0％）が重症（平均 AHI: 45.5 ± 16.0/h）であった。
　睡眠呼吸障害合併群では，年齢（62.7 ± 12.9vs49.5 ± 12.6 歳），BMI（26.2 ± 3.8vs 21.1 ± 1.6），腹囲（90.9





　ポリソムノグラフィーの結果では，睡眠呼吸障害合併群の平均 AHIは 22.7 ± 18.9/hで，睡眠呼吸障害非
合併群では 1.4 ± 1.1/hであった。睡眠呼吸障害合併群では，著明に覚醒指数（arousal index）と酸素飽和度
＜ 90％の頻度が高値で，平均酸素飽和度と最低酸素飽和度は著明に低値であった。中等症から重症の睡眠
呼吸障害の合併を認めた 10 例中 3例が中枢性優位の睡眠呼吸障害であり，中枢性無呼吸の平均値は 17.0 ±





















　対象症例の 63.3％に AHI ≥ 5/hの睡眠呼吸障害を認め，その内の 20.0％は AH1 ≥ 30/hの重症であった。睡
眠呼吸障害を合併している症例では頻回な低酸素血症により自律神経活性が変化し心室性不整脈が発生して
いる可能性が示唆された。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究では，心不全のない心室性不整脈症例においても睡眠呼吸障害の合併が高頻度であり注意を要する
ことを示した。なお本論文は，腰野結希氏が筆頭著者として American Journal of  Cardiologyにすでに掲載が
決まっている。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
